
医療・介護
従事者対象

本研修会は第32回がんライフアドバイザー 研修会を
兼ねております

2026年 3 月 22日 （日） 13:00～17:00日 時

参加方法

参加費

zoom (先着100名)

お申込みは
こちら

Ⓡ

5,000円

多職種で向き合う 

がん患者の経済的苦痛への支援

「医療費相談に役立つ高額療養費制度・民間保険の知識と支援のポイント」

川崎由華 一般社団法人がんライフアドバイザー協会 代表理事／

社会福祉士・1級FP技能士・CFP ・がんライフアドバイザー

「医療従事者に知ってほしい 治療中の退職を支える制度とその活用」

山下芙美子氏 匠社会保険労務士事務所／社会保険労務士

「外来薬物療法センターでできる支援」

雑賀祐子氏 和歌山県立医科大学附属病院 看護部 外来副看護師長／

看護師・介護支援専門員・2級FP技能士・がんライフアドバイザー

制度を知り、相談に応じ、必要な支援につなぐ

治療開始がんと診断…心配になる医療費の支払い

治療開始長く続く薬物療法…不安が募るお金のこと仕事のこと

講義１

講義２

講義３

治療開始退職することに…守っていきたい治療中の生活

手術前、後の補助療法で薬物療法を受ける方、手術ができない方、手術後の再発の方、など
様々な背景の患者さんが治療を受けにこられます。患者さんの困りごとも多岐にわたります。ど
んな相談を受けることが多いのか、どのような支援をしているのかお伝えします。

退職時には健康保険や雇用保険の手続きが必要ですが、治療中の退職には特有の注意
点があります。本講義では、がん患者さんが利用できる社会保障制度を漏れなく活用できる
よう、退職時に関わる制度や手続きを具体的に解説し、支援に役立つ知識をお伝えします。

講義４

治療開始病状が進行…生ききるために必要になる支援やお金

「生活者として生ききる、を支援する～医療ソーシャルワーカーの立場から～」

坂本はと恵氏 国立がん研究センター東病院 サポーティブケアセンター

副サポーティブケアセンター長／社会福祉士・精神保健福祉士

がん患者さんやご家族は、治療のどのフェーズにおいても、治療だけでなく医療費や就労、暮
らしや家族との関係について選択を重ねておられます。
本講義では、病状が進行した方への支援を軸に、当院での実践を通して、医療従事者が明
日からの現場で活かせる視点・工夫を皆さまとともに検討したいと思います。

医療費の見通しが分からず不安を抱える患者さんの声を拾い上げ、応じることは、この先の治
療を支える重要な支援です。高額療養費制度や民間保険の基本と活用のポイントを整理し、
相談支援につなげるだけでなく、現場でできる対応スキルを身につけることを目指します。

対象者 医療従事者・介護従事者（医師・看護師・社会福祉士・薬剤師・介護支援専門員など）

主催 一般社団法人がんライフアドバイザー協会締切 3月20日（金）

Ⓡ Ⓡ

Ⓡ

配信会場：大阪国際がんセンター 1階 小会議室

～基礎の確認から実践スキルの向上まで幅広く学ぶ機会を～

https://cla32nd.peatix.com

https://cla32nd.peatix.com/


和歌山県立和歌山県立医科大学附属病院／看護師・がんライフ
アドバイザー®／雑賀祐子氏
医科大学附属病院／看護師・がんライフアドバイザー®／雑賀
祐子氏

本研修会はこんな医療・介護従事者の方にご参加いただけたらと思っています

がん患者の“治療と暮らし”を守るために、

医療従事者・介護従事者ができる経済面への支援を学びませんか

がん治療の高額化・長期化により、経済面や就労面に気がかりを抱えながら療養生
活を送る患者さんが増えています。がん患者さんの身近にいる医療・介護従事者が、
日々の会話の中からそうした悩みをタイムリーにキャッチし、適切な支援の場につなげ
ていくことが重要です。

がんと診断された直後に生じる医療費への不安。
長期にわたる抗がん剤治療の中で積み重なる経済的負担。
退職や就労継続の困難さに伴う収入面の問題。
さらに、病状の進行に伴って生ききるために必要になる支援とお金の気がかり。
がん患者さんのペイシェントジャーニーには、経済的不安が大きくなる重要な局面が
少なくとも4つあると考えます。

本研修会では、これら4つの局面で患者さんからお金に関する話が出たときに適切に
応じられるよう、必要な知識と実践的なスキルを身につけることに焦点を当てます。医
療・介護の現場において、多職種で連携しながら経済面の課題に対応するため、基礎
の確認から実践スキルの向上まで幅広く学べる内容です。

多くの医療従事者・介護従事者の皆さまと、実りある機会をご一緒できることを楽し
みにしております。

                           主催者代表
一般社団法人 がんライフアドバイザー協会 代表理事 川崎 由華

研修会へのお申込みはこちら

締切 3月20日（金）

一般社団法人がんライフアドバイザー協会は一緒に活動くださる正会員を募集しています

https://ganlife-adviser.org/

がん患者さんの経済面の話に自信を持って応じたい方
経済面の支援制度を基礎から整理したい方
患者さんのお金の不安を耳にすることが多い外来勤務や病棟勤務の方
現場で活かせる経済面の相談対応の力を高めたいがん相談員の方
在宅療養中のがん患者さんの生活支援に関わる介護職の方
がんライフアドバイザー の方（本研修会は第32回がんライフアドバイザー研修会を兼ねています）

多職種で向き合う がん患者の経済的苦痛への支援
制度を知り、相談に応じ、必要な支援につなぐ

私たち、がんライフアドバイザー協会は、身体的苦痛や精神的苦痛を治療するのと同じように、
お金や仕事の問題といった社会的苦痛を緩和することも「治療」として捉え、医療・介護従事者
がメンバーとなって活動しています。
詳しくは当協会ホームページをご確認ください。

がんライフアドバイザー協会

Ⓡ

2026年 3 月 22日 （日） 13:00～17:00 オンライン開催

https://cla32nd.peatix.com

https://cla32nd.peatix.com/
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